
クラッシックパンツ２０２6年2月3日（火）おきらく

日　記 クラッシックパンツ…要はフンドシの事である。
皆さんは、あまりフンドシが売られているのを見

たことが無いだろう。ライフでもイオンでも取り扱っていない。
私が水行の時に使うフンドシも初行の時に、檀家のご婦人方に
大量に縫って頂いたのが、今だに残っている。しかしこの度、
衣類を整理していたら、商品として包装されたクラッシック
パンツが出てきた。私自身、いつどこで買ったのか全く覚えて
いない。せっかくなので今日の節分で使ってみたが、ちょっと
前の垂れが短かった。単純な
つくりなのだが、履き心地や
透け感・長さなど、使用者は
それなりに拘りもあるので
ある。この商品は500円から
プライスダウンされて、当時
150円で買ったようである…。
手書きの値札に哀愁が漂って
いた。

　

私
達
の
魂
と
い
う
の
は
人
に
見
え
な
い
姿
が
本
来
で

す
。人
間
と
し
て
命
を
頂
き
、
呼
吸
を
し
て
い
る
時
間
は

仮
の
壽
命
な
の
で
す
。昔
の
人
は
そ
れ
を
判
っ
て
い
た
の

で
、現
代
社
会
の
随
所
に
そ
の
名
残
が
あ
り
ま
す
。

　

漢
字
か
ら
少
し
見
て
み
ま
し
ょ
う
。人
間
と
し
て
こ
の

世
に
生
ま
れ
た
の
は『
誕
生
日
』。「
誕
」の
訓
読
み
は「
い

つ
わ
る
」「
う
そ
を
つ
く
」と
い
う
意
味
で
す
。「
仮
の
姿
で

言
葉
を
発
す
る
時
期
を
延
ば
す
」と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

壽
命
は
修
業
期
間
を
頂
い
た
目
出
度
い
命
の
時
間
。そ
し

て
亡
く
な
る
と『
命
日
』。本
来
の
命
に
還
っ
た
日
と
い
う

事
で
、普
通
に
言
う
な
ら『
死
日
』の
ハ
ズ
で
す
。「
生
前
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」『
死
前
』
と
は
言
い
ま
せ
ん
。四

十
九
日
ま
で
を『
忌
中
』と
言
い
、「
己
の
心
の
中
」と
書
く
。

中
陰
の
間
に
、本
人
の
生
き
て
い
た
心
の
善
徳
で
来
世
の

行
先
は
決
ま
り
ま
す
。神
も
仏
も

自
分
の
心
の
中
に
居
ら
れ
る
の

で
す
。神
社
の
ご
神
体
の
前
に
鏡

が
あ
る
の
は
貴
方
の
心
を
映
す

た
め
。『
か
が
み
』に
映
っ
た
自
分

の「
我
」を
と
る
と『
神
』に
。「
私
」

の
中
の
「
貪
・
瞋
・
痴
」
と
い
う

３
つ
の
煩
悩
を
消
す
と
『
仏
』
に

な
り
ま
す
。私
達
は
徳
を
積
む
修

行
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
て
い

ま
す
。そ
し
て
本
来
の
魂
の
姿
に

戻
り
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、も
う
自
分
で
自
分
の

魂
を
磨
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
、と
い
う
こ
と
を
皆
さ

ん
に
は
知
っ
て
お
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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住
職　

新
間
智
孝

何
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ら
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せ
　
何
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判
ら
な
い
ま
ま
終
わ
る

そ
ん
な
の
は
嫌
だ

何
が
君
の
幸
せ
　
何
を
し
て
喜
ぶ

　
　
判
ら
な
い
ま
ま
終
わ
る

そ
ん
な
の
は
嫌
だ

かがみ
我

神仏
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LOTUS  ROOT

お寺のインスタの再生回数が、外国人を中心に急速に伸びている。そのインスタの影響か、訪れる外国人も増えてきた。英語の苦手な私は「アワヮヮヮ」状態。智海が連れてきたミャンマー人の女の子の影響か？

と との間にあるヒミツ

言霊によって社会の を変える

貴方は仏サマや神サマはどんな姿だと思いますか？私達は仏像や仏画を見ているので、漠然とこんな姿なのかな…というイ
メージを持っています。しかし実際には見たことがありませんよね。ということは仏サマや神サマの正体は、私達には見え
ないものだと断言できます。人の眼に見えなかったら存在しない…という否定は出来ません。コロナやインフルエンザウィルス
花粉だって見えません。電波も受信すればテレビが映るし、ブルートゥースが繋がれば音楽が聞けます。見えなくても空気
中に存在するモノは沢山あるわけです。亡くなったご先祖の霊も見えないけれどもいらっしゃいます。
ということは仏サマや神サマは空気の中におられるのではないでしょうか。

よく「昔と今」という表現が使われます。確かに時代によって世の中の空気感は変わります。かつての昭和は「皆ん
な一緒」が当たり前の社会でした。同じ教育を受けて良い会社に入って終身雇用。結婚して子供を生み、家庭を作る。
マイホームを持つことが人々の夢でした。しかし今は個性が強調される時代となりました。結婚しない人や子供を生
まないという選択肢が増え、転職も当たり前の自由な空気が流れています。こうした時代の雰囲気は誰が作っている
のでしょうか。それは人間ひとり一人の行動や言葉によって創られていきます。テレビの影響や政策によって社会に
大きく影響を及ぼすことはあるでしょう。しかし結局、テレビも政治も人間が動かしているので私達の心がカギです。

仏や神は の中に存在する

は時代によって変わる

釈尊の出世の本懐は
人の振舞にて候けるぞ

それを
説かれているのが
お自我偈です。

Classic
　 wonderfu

l!!
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今回の特集はPRESIDENT2026.1.2号　人を動かす「空気」の法則を参考文献にしました。また「ウルトラセブン」は、制作者が単に子供むけのヒーローを作り上げたのでは無く、社会へのメッセージが込められていたのです。

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計12～3月

現金  ……………………………… 0円
播州信金普通預金 …… 21,174,593円
郵便振込金  ……………………… 0円

合計   …………………… 21,174,593円

新年度越金内訳新年度
繰越金内訳

寺債金会計12～3月
2025年12月1日～2026年3月31日 2025年12月1日～2026年3月31日
収　　　入（円）

1,900,000
0

1,900,000
10,143,649
12,043,649

支　　　出（円）

現金  ……………………… 0円
りそな普通預金…10,143,649円
郵便振込金  ……………… 0円

合計………………10,143,649円

寺債金
受取利息

収入小計
11月からの繰越金

合　　計

900,000
17,957

917,957
11,125,692
12,043,649

692,000
12,181

2,950,000
800,000
360,163

4,814,344
19,180,046
23,994,390

2,500,000
0

316,497
0

3,300

2,819,797
21,174,593
23,994,390

志納金
利息

自家壇冥加金
永代納骨塔
寒行より

収入小計
11月からの繰越金

合　　計

一般Ｂ会員Ｃ

借入金返済
振込手数料
支払利息

永代納骨塔芳銘板

支出小計
4月への繰越金
合　　計

返還金
振込手数料

支出小計
4月への繰越金
合　　計

私
達
が
住
ん
で
い
る
大
地
や
海
・
山
も
川
も
空

気
も
地
球
の
モ
ノ
で
あ
り
自
然
の
め
ぐ
み
で
す
。

そ
れ
を
勝
手
に
占
領
し
て
自
分
の
も
の
だ
と
主

張
し
、
人
間
が
枠
組
み
を
作
っ
て
国
が
出
来
て

い
る
。
本
来
は
国
境
な
ん
て
無
か
っ
た
は
ず
で

す
。
そ
れ
を
今
は
、
自
己
主
張
が
ぶ
つ
か
り
合

い
領
土
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
攻
め
ら

れ
る
側
も
自
分
の
国
土
を
護
ろ
う
と
必
死
に
戦

い
ま
す
。
人
類
の
終
末
時
計
は
あ
と
85
秒
な
ん

て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
そ
れ
ぞ
れ
、
自

分
が
正
し
い
と
思
っ
て
戦
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
は
自
動
報
復
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
ロ
シ
ア
政
府
が
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
る
と
自
動
的
に
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て

核
弾
頭
が
発
射
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。
そ
れ
は

同
盟
国
で
あ
る
日
本
に
も
同
時
に
発
射
さ
れ
ま

す
。
イ
ラ
ン
ど
こ
ろ
か
地
球
全
体
が
石
器
時
代

に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
は
過
去
に
肌
の
色
が
違
う
と
い
う
だ
け
で

も
衝
突
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
時
間
を

か
け
て
色
ん
な
人
種
の
血
が
混
ざ
り
あ
っ
て
き

た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
な
時
代
で
す
。
人
類
学
の

観
点
か
ら
い
う
と
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
と
い
う
種

類
で
何
処
の
国
の
人
間
も
99
％
は
日
本
人
と
同

じ
D
N
A
だ
そ
う
で
す
。
私
は
人
種
を
区
別
す

る
こ
と
自
体
が
バ
カ
ら
し
い
事
の
よ
う
に
思
い

ま
す
。

仏
教
の
目
的
は
人
々
を
幸
せ
に
す
る
事
で
す
。
今
を

不
幸
と
感
じ
る
な
ら
ば
、
自
分
が
変
わ
ら
な
い
と
人

任
せ
で
は
幸
せ
は
訪
れ
ま
せ
ん
。
幸
せ
は
お
金
だ
け

で
は
無
い
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
収
入
の
面
か
ら
話

を
深
め
て
み
ま
す
。
私
達
が
一
般
的
に
「
幸
せ
そ
う

だ
な
ぁ
〜
」
と
感
じ
る
の
は
、
収
入
が
安
定
し
て
い

て
生
活
が
裕
福
そ
う
に
み
え
る
人
で
す
。
そ
し
て
お

金
を
稼
い
で
出
世
し
て
い
る
人
に
は
共
通
し
た
雰
囲

気
、
空
気
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
年
収
が
高
い
ほ

ど
人
の
意
見
に
は
流
さ
れ
に
く
く
同
調
も
し
な
い
傾

向
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自

我
を
通
す
人
が
多
い
。
ワ
ガ
マ
マ
や
頑
固
と
い
う
見

方
も
出
来
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
嫌
わ
れ
る
勇
気
や

反
対
さ
れ
て
も
自
分
が
正
し
い
と
い
う
信
念
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
他
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
」「
発

言
の
少
な
い
人
へ
は
自
分
か
ら
話
題
を
ふ
る
」
そ

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
付
き
合
い
方
は
ド
ラ
イ
な
傾
向
に

あ
っ
て
、
友
人
の
投
稿
に
対
し
て
「
義
理
い
い
ね
」

は
入
れ
な
い
と
い
う
方
が
多
い
そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
個
性
の
強
さ
は
現
代
の
空
気
に

マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

を
自
ら
変
え
る

は
誰
の
も
の
？

世
間
は
人
と
人
と
の
共
同
体
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
中
で
自
分
を
中
心
に
考
え
る
と
、

ウ
チ
と
ソ
ト
と
い
う
認
識
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
日
本
人
は
な
る
べ
く
対
立
を
な
く
し
て
皆
を
ま

と
め
よ
う
と
す
る
考
え
の
強
い
人
種
で
す
。
そ
の
思

想
を
も
っ
て
い
る
私
達
が
中
心
に
な
っ
て
、
仏
教
の

考
え
で
あ
る
全
人
類
の
成
仏
を
目
指
し
、
世
界
共
同

体
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
は
日
本
は
そ

う
い
う
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
国
な
の
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
が
そ
う
い
う
風
に
計
ら
っ
て
お
ら
れ
る

と
あ
え
て
断
言
し
ま
し
ょ
う
。
仏
教
や
法
華
経
と
い

う
絶
対
的
共
通
の
真
理
や
規
範
を
人
類
が
持
た
な
け

れ
ば
戦
争
は
な
く
な
ら
ず
恒
久
平
和
と
い
う
理
想
も

そ
の
感
覚
も
養
わ
れ
な
い
の
で
す
。

の
中
の
境
界
線

そ
の
場
の
空
気
を
自
ら
作
り
出
す
努
力
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
お
寺
の
運
営
会
議
は
上
下
で
な
く
横
の
関

係
性
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
組
織
を
フ
ラ
ッ

ト
に
し
て
意
見
を
出
し
や
す
い
雰
囲
気
に
す
る
こ

と
。
こ
れ
は
私
が
一
番
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

な
る
べ
く
の
一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し

て
、
皆
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
皆
さ
ん
が
そ
れ
で
イ
イ
の
な
ら･･･

」
と

い
う
同
調
圧
力
に
も
注
意
し
ま
す
。
し
か
し
会
議
と

は
何
か
を
決
め
る
こ
と
。
色
ん
な
意
見
を
出
し
て
も

ら
う
と
当
然
、
反
対
者
も
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
決

断
は
下
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は

ト
ッ
プ
が
決
め
て
結
論
を
出
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
明
確
に
伝
え
る
べ
き
で
す
。
表
現
を
ぼ
や
か
し
た

り
相
手
に
空
気
で
察
し
て
も
ら
う
よ
う
な
曖
昧
な
言

い
方
は
御
法
度
で
す
。
相
手
に
「
察
し
て
欲
し
い
」

と
期
待
し
て
依
存
す
る
や
り
方
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

重
い
空
気
の
時
こ
そ
口
を
開
く
べ
き
で
す
。
自
分
の

内
側
へ
言
葉
を
探
し
に
行
き
、
自
分
の
言
葉
で
相
手

へ
届
け
る
。
こ
れ
は
僧
侶
と
し
て
布
教
す
る
時
も

基
本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

運
営
会
議
の

こ
う
い
う
人
た
ち
は
場
に
合
わ
せ
た
演
出
を
自
ら
作

り
出
し
て
い
ま
す
。
空
気
を
読
ん
で
相
手
が
何
を
考

え
て
い
る
か
を
先
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
の
で
す
。
ま
た

人
と
話
を
す
る
と
き
に
は
「
皆
ん
な
は
こ
う
考
え
て

い
ま
す
」「
最
近
は
こ
う
い
う
流
れ
」
と
主
語
を
曖

昧
に
は
し
ま
せ
ん
。「
私
は
」「
自
分
は
」と
話
し
ま
す
。

己
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
う
人
は
、
そ
の
発
言
に
責

任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
然
に

を
デ
ザ
イ
ン
す
る

自
分
と
他
人
と
の

区
別
は
な
い
、
そ
れ
を

諸
法
無
我
と
い
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

自
灯
明
で
す
。

皆
さ
ん
の
家
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
家
内
安
全
　
家
庭
円
満
（
笑
）

言
葉
の
熱
量
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
必
要
な
ス
キ
ル
は
、
ま
ず
自
分
の
見
解
を
し
っ
か

り
と
持
つ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
面
白
い
こ
と
に
、
こ

の
人
達
は
会
社
で
は
結
構
強
く
主
張
す
る
の
に
対

し
、
家
庭
内
で
は
自
分
が
折
れ
る
事
の
方
が
多
い
そ

う
で
す
。
家
で
は
奥
さ
ん
の
空
気
に
敏
感
で
先
に
謝

り
ま
す
。
稼
い
で
い
る
人
に
と
っ
て
空
気
は
圧
力
で

は
な
く
、
臨
機
応
変
に
主
体
性
を
も
っ
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
。
空
気
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

日
本
の
仏
法
の
月
氏
へ
か
へ
る
べ
き
瑞
相
な
り

子供は空気を読みません。それは無邪気だからです。
邪気がないので物事の本質を見抜きます。

ある街で煙草を吸った者が突然凶暴化して暴

れ出す事件が起きる。その煙草の中には感情

を失い周りの人間全てが敵に見える物質が含

まれていた。「地球を壊滅させるのに暴力を振

るう必要はない。人間同士の信頼感をなくせ

ばよい。人間たちは互いに敵視し傷付け合い、

やがて自滅していく。どうだ、いい考えだろ

う？」とメトロン星人。ラストのナレーションで「こ

のお話は遠い遠い未来の物語なのです…。え、何

故ですって…？我々人類は今、宇宙人に狙われる

ほどお互いを信頼してはいませんから」何とも皮

肉めいたメッセージでラストを締めくくる。

「狙われた街」
第8話

昔の特撮が現実味を帯びてきた今…

昔の特撮が現実味を帯びてきた今‥‥

地球防衛軍は惑星を丸ごと破壊できるという超兵器「R1 号」

を完成させる。その実験先に選ばれたのは生物がいないとさ

れる「ギエロン星」。実験は成功しギエロン星は消し飛ばさ

れた。しかしギエロン星には生物がいて R1 号の放射能を浴

びた影響で異常変身を遂げ、超生物ギエロン星獣となり地球へ復讐に

やってくる。冒頭のシーンで「これで地球の防衛は完璧」や「使わなく

ても超兵器があるだけで平和が守れる」と言った声があがる。ダンは浮

かない顔でフルハシに問う。「地球を守るためなら何をしてもいいので

すか」　強大な敵のために兵器を作る。それを超えるために敵も強大に

なる。更にそれを超えるためにまた兵器を作る。戦い終わってダンは「血

を吐きながら続ける悲しいマラソン」と肩を落とす。「人間という生物

はそんなマラソンを続けるほど愚かな生物なんでしょうか？」

「超兵器 R1 号」
第26話

昔の特撮が現実味を帯びてきた今…

国の境目に１本の川が流れています。この川の所有
権をめぐって此岸と対岸との国で争いが起こります。
そこにお釈迦さまが仲裁に入られました。両方の王
様に聞かれました。「この川の水の価値はいかほど
か？」「自然のものなのでタダです」「戦になって殺
し合う人間の価値はいかほどか？」「かけがえのない
ものです」「タダのモノを手に入れるために、かけが
えなない命を使うのか？」と言われるのです。

あ
あ
あ
あ
あ
あ

ここにみかんがあります。10人に「これは何ですか？」
と質問をします。順番に応えていく中で前の 9 人がワ

ザと「りんご」と答えます。すると 10 番目の騙され
ている人は、「えっ？みかんでしょ」と思いながらも２

割ぐらいの人は、「りんご」と答えてしまうそうです。

これを同調圧力と言います。多数決が必ず良い結果と

は限らないように、話し合いで決めても多数派

に意見は集約されていきやすいものです。

いいアイデアが浮かんでもしゃべるタイミン

グを逃すと忘れてしまう場合もあります。

また消極的な人は「誰かが何か考えるだろう」

と他人任せになって

思考停止に陥ります。

建
設
志
納
者

二
〇
二
五
年
十
二
月
〜

二
〇
二
六
年
三
月  

枝
澤
　
安
子
　
　
一
二
、
〇
〇
〇
円

大
野
　
直
子
　
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
八
〇
、
〇
〇
〇
円

御
宝
前
・
お
供
え

十
二
月

岩
崎
　
幸
雄
　
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

張
　
　
賢
相
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

中
島
　
正
登
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木
　
恭
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
丸
　
秀
文
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

森
　
　
郁
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
月

相
澤
　
郷
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
　
安
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
塚
佳
陽
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
　
一
夫
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松
　
純
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

桒
山
　
　
満
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

柴
田
登
喜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

杉
野
　
茂
道
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

高
瀬
貴
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

竹
中
　
紘
希
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

原
　
　
知
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

堀
　
　
和
浩
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内
　
哲
夫
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

二
月

岩
崎
　
周
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

岩
根
　
竜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

神
戸
寺
院
会
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
月

大
野
　
總
枝
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
畑
　
政
代
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

久
寳
　
義
和
　
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
理
香
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

酒
井
　
ち
ず
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
一
美
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

永
尾
　
嘉
基
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
河
　
良
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
田
　
国
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

原
　
　
知
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

谷
内
　
由
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

安
立
寺 

木
田
隆
正

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

妙
信
寺 

名
引
文
廣

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
報
ウ
ル
ト
ラ
寄
付
金

大
慶
寺 

文
谷
孝
順

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

満
座
供
養
者

春
せ
が
き

井
上
　
一
夫
　
・
　
臼
井
　
　
彰
 

大
江
　
　
恵
　
・
　
大
熊
喜
久
子
 

桒
山
　
　
満
　
・
　
下
中
　
省
二
 

高
瀬
貴
美
子
　
・
　
西
川
雄
一
郎

得
度
祝

佐
分
利
敬
二
　
・
　
新
間
　
一
美
　

中
島
佐
和
子
 

ファイト！
２０２6年1月18日（日）

おきらく

日　記

朝、テレビをつけていたら大
学試験のニュースが流れていました。そう
いえば先日まちなか自習室に、一人で勉強
しに来ていたのが垂水に住んでいるとい
う高３の女の子。「次の土日が試験なんで
す」と、言っていた
のを思い出しまし
た。学校も名前も何
も知らない学生さん
ですが、朝勤で彼女
の合格を祈願いた
しました。
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次
男
が
お
寺
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、運
営
会
議
を
経
て
お
寺
で

飲
食
業
を
開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
階
台
所
を
改
修
し
設
備
を
整
え
、保
健
所
に
申
請
を

出
し
ま
し
た
。

　

立
ち
入
り
検
査
も
無
事
に
通
過
し
て
、め
で
た
く
お

寺
に
飲
食
店
営
業
の
認
可
が
４
月
２
日
付
で
下
り
ま
し

た
。こ
れ
で
向
こ
う
６
年
間
は
収
益
事
業
と
し
て
、お
寺

の
中
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
で
き
ま
す
。

　

屋
号
は
俗
名
の
そ
の
ま
ま「
世
海
」で
す
。当
分
は
団

体
の
み
の
予
約
制
で
運
営
し
ま
す
。法
事
の
後
の
お
食

事
は
、ご
相
談
に
乗
り
ま
す
よ
。デ
ザ
ー
ト
も
出
来
ま
す
。

2026年3月12日（木）

最後に受け取ったメールの文
面が、怪しかったので嫌な予感

はしていた。思い切って見舞いに行こうと
決めたが寒行と節分で忙しかったので、節
分明けの４日に見舞の予定をしていた。彼
女の息子から節分の日に「いつ来ていただ
けますか？」と連絡が入り「明日予定してい
る」と返信した。４日の朝･･･「重篤になったので本日の
お見舞いは結構です」と断りのLINEが入った。彼女は、
その３日後に遷化した。ショックだった。後悔しても仕
方がない。今から私に出来ることは何かを模索し、追善
法要と偲ぶ会を企画した。この悲しみを少しずつ、心の
一部になるように時間をかけて馴染ませていきたい。

おきらく

日　記
倶に走り出そうお

食
事
処
「
世
海
」
春
夏
冬
中

お
寺
で
飲
食
業
を
始
め
ま
す
。

名引常観会長
スライドショー

八寸

出汁巻青さ餡

お造り

蓮根饅頭

筍とメバル飯  出汁茶漬け

牛ランプ豌豆餡 追善法要と偲ぶ会

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
一
つ
の
お
寺
や

私
が
出
来
る
こ
と
な
ん
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
治

や
経
済
、
あ
る
い
は
世
界
の
大
き
な
流
れ
を
変
え
る

事
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
判
っ
て
い
ま
す
。

貴
方
は
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
時
に
何
を
祈
っ
て
い

ま
す
か
？
恐
ら
く
自
分
の
先
祖
の
成
仏
や
家
庭
円
満

や
健
康
等
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
る
人
が
多
い
の

で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
3
月
23
日
の
唱
題
の
つ
ど

い
に
、
智
海
の
友
人
の
若
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
女
の

子
が
飛
び
入
り
参
加
し
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
紛

争
地
域
、
そ
し
て
地
震
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
子
が

祈
っ
て
い
る
の
は
「
平
和
」
で
し
た
。
祈
り
は
口
に

出
し
て
祈
ら
な
い
と
世
の
空
気
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

言
葉
に
は
魂
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
空
気
中

に
放
出
し
て
世
の
中
全
体
を
良
い
空
気
感
に
皆
で
変

え
て
い
く
の
で
す
。「
そ
ん
な
ち
っ
ぽ
け
な
努
力
で

変
わ
る
わ
け
が
無
い
」
と
思
っ
て
い
る
貴
方
は
大
き

な
間
違
い
で
す
。
そ
し
て
ど
う
し
た
ら
人
類
は
平
和

に
な
る
の
か
を
一
生
懸
命
に
考
え
る
こ
と
は
出
来

る
。
人
間
関
係
の
信
頼
を
構
築
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

私
達
が
今
で
き
る
こ
と
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
正
し
い

考
え
を
も
つ
こ
と
。
家
族
や
友
人
、
地
域
、
檀
家
同

士
で
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
同
じ
意
識
を
持
つ
仲
間

の
輪
を
少
し
ず
つ
で
も
広
げ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
不
穏
な
空
気
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
の
考
え

に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
私
達
が

プ
ラ
ス
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
の
中
の

空
気
は
変
化
し
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
合
言
葉
が「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」
な
の
で
す
。

現
実
に
地
球
上
で
は
戦
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
物
価

も
高
騰
し
日
本
人
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
日
本
政
府
は
武
器
の
輸

出
を
決
め
ま
し
た
。
日
本
で
造
ら
れ
た
製
品
が
人
殺

し
に
加
担
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
日
の
同
じ
ニ
ュ
ー

ス
で
は
自
衛
隊
の
戦
車
が
爆
発
し
て
隊
員
が
尊
い
命

を
落
と
し
た
そ
う
で
す
。
仏
さ
ま
は
通
告
し
て
い
ま
す
。

核
戦
争
が
起
き
て
人
類
が
滅
び
る
前
に
、
正
し
い
考

え
方
を
持
た
な
い
と
も
う
間
に
合
わ
な
い
。

一
た
び
有
事
が
発
生
す
る
と
日
本
に
も
核
は
飛
ん
で

き
ま
す
。
そ
の
状
況
に
な
る
と
人
間
は
理
性
を
た
も

て
な
く
な
り
ま
す
。
一
気
に
孤
独
と
不
安
が
押
し
寄

せ
て
社
会
は
不
穏
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
こ
の
事

実
は
歴
史
か
ら
私
達
は
学
ん
で
い
る
ハ
ズ
な
の
で
す
。

「
お
国
の
た
め
」「
日
本
の
た
め
」
そ
の
同
調
圧
力
に

抗
え
な
く
な
り
自
滅
し
ま
す
。
今
、
こ
の
世
の
空
気

を
私
が
感
じ
る
中
で
、
60
年
も
前
の
子
供
の
頃
に
見

て
い
た
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
の
作
品
の
数
々
を
思
い
出

さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

少
し
コ
ラ
ム
に
紹
介
し
ま
す
。
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

貴
方
は
何
を
感
じ
ま
す
か
？

を
読
み
取
る
力

言
葉
で

を
変
え
る

行
間
の
空
気
を
読
む
こ
と
を

文
底
秘
沈
と
い
い
ま
す

私
達
は
「
運
」
や
「
縁
」
と
聞
け
ば
偶
然
だ
と
か
自

分
の
力
で
は
及
ば
な
い
、
見
え
な
い
神
サ
マ
の
引
き

合
わ
せ
と
い
う
よ
う
な
認
識
で
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
私
は
違
う
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
人

の
「
考
え
方
」
や
「
行
動
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
筋
ト
レ
を
毎
日
続
け
る

と
決
め
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
続
け
た
効
果
も
大
き
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
む
し
ろ
続
け
ら
れ
る
精
神
面
の

充
実
の
方
が
大
き
い
の
で
す
。
そ
の
努
力
が
自
分
を

信
頼
す
る
と
い
う
自
信
に
繋
が
り
、
次
に
何
か
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
に
力
を
発
揮
し
や
す
い
状
態
に

な
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
流
れ
に
身
を

置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
物
事
が
前
向
き
に
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
「
運
」
が
味
方
し
て
く
れ

た
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
「
縁
」
も
人
が
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
周
り
に
い
る
人
を
ど
れ
だ
け
大
切
に
し
て

い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
れ
は
決
ま
り
ま
す
。
自

分
に
と
っ
て
得
に
な
る
人
や
利
の
あ
る
人
し
か
大
切

に
で
き
な
い
よ
う
な
考
え
方
で
は
、
周
り
の
協
力
は

減
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
に
関
わ
る
人
全
員
に
対
し

て
優
し
さ
や
誠
実
さ
を
も
っ
て
感
謝
で
き
る
人
間
に

な
ら
な
け
れ
ば
、
応
援
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
良
い
繋
が

り
は
、
必
ず
ま
た
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
巡
り
合
わ
せ

を
生
み
出
し
ま
す
。

は
運
と
縁

墓
参
り
を
欠
か
さ
な
い
人
は

先
祖
に
感
謝
し
て
い
る
人

新世界秩序

ノンマルトは人類の登場以前に地球で高度な文明を築いていた知的生命体。人類の

登場で拠点を海底に移し平和に暮らしていた。ところが人類の侵略（開発）が海底

にまで進行してきたことを受けやむなく攻撃を行う。「人間は侵略者」という主張

とエゴにまみれた海洋開発の考えは受け入れられず戦いを決意する。しかし怪獣

ガイロスはウルトラセブンに倒されたうえ、ウルトラ警備隊の反撃に遭って海底都

市も侵略基地と認識されてミサイル攻撃で撲滅され

た。前から１人の少年が開発の事を何度も警告してい

たのだが誰も聞き入れなかった。彼の最後の声に呼ば

れたアンヌとダンがたどり着いたのは、2 年前に海で

事故死した彼の墓標。人間が本当は地球の侵略者であ

るという常識を根底から揺さぶった作品である。

「ノンマルトの使者」
第42 話

昔の特撮が現実味を帯びてきた今…

ダンとソガは宇宙ロケット「スコーピオン号」で、地球そっくりの惑星に迷い込む。

そこは人間型のロボットが支配している星だった。この星では人間が奴隷なのである。

車に少年がはねられそうになるのだが、この星では車は避けようがないので逃げな

かった人間である少年の方が悪いとされる。これを逆に被害者の少年を機械、車を運

転している側を人間として考えると私達は機械の方が悪いと考える。

ロボット長官の元へ秘書がコーヒーを運んできたのだが、「ぬるい！

砂糖も多い！」と長官は激怒する。データ通りにやったという秘書に

散々暴力をふるった挙句、長官は言う。「どうも人間は物覚えが悪い。

コーヒーの味が毎日違うんだからなぁ」機械はいつも同じ動作を確実

に繰り返せるが、人間はそうはいかないという場面。コンピューター

とロボットによるオートメーション化の行き着く先を描き、盲目的な

科学万能主義を批判した作品である。

「第 4 惑星の悪夢」
第43 話

昔の特撮が現実味を帯びてきた今…

国境をなくして世界政府を立ち上げる。地
球レベルで政治・経済・金融・通貨・言語・
社会政策の統一を行うという考え方を新世
界秩序と言う。実現には色々なハードルが
あり、この考え方には陰謀論もあるので、
両手を振って賛成だとは言いにくいですが。
私は基本的には良いと思っています。しか
しこれを目指すの
に一番大切なこと
は共通の理念です。
それを担うのは仏
教であり法華経だ
と考えています。

日蓮宗の僧侶は必ず毎朝、地球上の
「国土安穏」「五穀豊穣」「世界平和」
「万民安楽」を口に出して祈っています。

今回、空気のお話をしているのですが、私は
法華経の中では「虚空」という言葉に言い
換えられるのではないかと、思っています。

人
と
人
と
の
間
に
あ
る
空
気
、
そ
れ
が
あ
る
か
ら
人

間
と
な
る
。
人
が
沢
山
い
る
か
ら
人
間
社
会
が
作
ら

れ
る
。
今
は
携
帯
で
簡
単
に
人
と
人
が
繋
が
れ
る
社

会
、
昔
と
比
べ
る
と
直
ぐ
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡

が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遠
距
離
恋
愛
の
切

な
さ
の
よ
う
な
も
の
もW

i-Fi

が
繋
が
っ
て
い
れ
ば
、

も
う
あ
ま
り
無
い
の
か
も
知
れ
な
い
で
す
ね
。

し
か
し
一
方
で
「
イ
イ
ね
」
や
「
拍
手
の
数
」「
再

生
回
数
」
が
気
に
な
る
な
ど
、
自
分
と
人
を
す
ぐ
に

見
比
べ
た
り
し
て
反
応
を
気
に
し
す
ぎ
る
傾
向
に

な
っ
て
い
ま
す
。
書
き
込
み
に
至
っ
て
は
知
ら
な
い

人
か
ら
誹
謗
中
傷
を
受
け
て
自
死
し
た
り
、
酷
く
な

る
と
社
会
問
題
に
ま
で
発
展
し
ま
す
。
関
わ
り
す
ぎ

る
と
人
に
疲
れ
、
人
と
距
離
を
置
き
す
ぎ
る
と
孤
独

に
感
じ
る
。
そ
れ
ほ
ど
人
間
は
、
人
と
人
と
の
間
で

右
往
左
往
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し

自
分
に
自
信
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
事
を
お
釈
迦
さ

ま
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
達
の
見
え
な
い
心
の
中
に
も
仏
サ
マ
や
神
サ
マ
は

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

生
成
人
工
知
能
（
AI
）
に
東
大
の
入
学
試
験
問
題
を

解
か
せ
た
ら
、
合
格
者
の
最
高
得
点
を
上
回
り
「
首

席
合
格
」
を
果
た
し
た
と
新
聞
記
事
に
あ
り
ま
し
た
。

最
難
関
の
東
大
理
科
３
類
の
点
数
は
合
格
者
よ
り
50

点
も
高
か
っ
た
と
載
っ
て
い
ま
し
た
。
数
学
は
満
点

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
私
の
感
想
は
「
完
璧
で
は

無
い
ん
や
〜
」
で
し
た
。
日
本
語
の
要
約
や
論
述
は

苦
手
だ
そ
う
で
す
。「
文
脈
に
よ
り
筆
者
が
何
を
言

お
う
と
し
て
い
る
か
は
変
わ
る
。
文
章
全
体
を
と
ら

え
、
推
敲
を
重
ね
る
作
業
は
ま
だ
得
意
で
は
な
い
」

と
記
事
に
は
書
い
て
あ
り
皮
肉
を
解
釈
す
る
問
題
は

点
数
が
低
か
っ
た
そ
う
で
す
。
お
経
も
そ
う
な
の
で

す
が
、
お
経
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
が
全
て
で
は
な

く
、
そ
の
行
間
に
あ
る
お
釈
迦
様
の
想
い
を
汲
み
取

お
経
の
行
間
の

な
ん
て‥

‥

ラ
ラ
ラ
ラ
　
　
　
　
　

る
こ
と
が
一
番
大
切
な
の
で
す
。
私
達
僧
侶
は
お
経

の
解
釈
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
仏
教
が
何
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

お
寺
の
こ
の
寺
報
は
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
い
つ
も

文
章
の
内
容
を
練
っ
て
創
り
上
げ
て
い
ま
す
。



おきらく

日　記
朝のルーティン

智海がお寺の中に住み込み始めて
１か月が経った。とりあえず朝のお勤めを二人
でするようにして、お経の練習を始め、聲明や
所作についても教えている。今までは朝起きて
外回りを掃除して、お茶湯を上げてメール
チェックしてから水行・朝勤の流れだった。一
人だったので結構気楽にアバウトなスケジュー
ルでやっていたのだが、二人でやるとなるとそ
うはいかない。時間を決めて毎日同時刻でキッ
チリと始めるようにしたのだが、これが結構慌
ただしい。まぁしんどいこともあるけれど、弟
子と一緒に部経を拝読できる時間は幸せに思
う。

2026年5月1日（金）

編
集
後
記

昨
年
か
ら
私
の
信
行
会
の
講
義

を
録
画
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

勉
強
し
た
い
方
は
1
回
千
円
。

年
間
契
約
は
1
万
円
で
す
。　

是
非
と
も
法
華
経
を
一
緒
に

勉
強
し
ま
せ
ん
か
。末
法
に

必
要
な
ス
キ
ル
間
違
い
無
し
。

 

【
智
孝
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

智
海
夫
婦
が
引
越
し
て
き
て
、

本
堂
で
法
事
を
さ
れ
た
檀
家

さ
ん
の
会
食
を
数
回
実
施
し
ま

し
た
。私
も
配
膳
や
片
付
け
を

手
伝
っ
て
〝
ま
か
な
い
〞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
！
親
バ
カ
で
す
が
、

我
が
息
子
な
が
ら
さ
す
が
シ
ェ

フ
。美
味
し
い
＆
盛
り
付
け
が

美
し
い（
笑
）皆
さ
ん
か
ら
依
頼

が
入
り
ま
し
た
ら
、
私
の
〝
ま

か
な
い
〞
の
回
数
も
増
え
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す（
笑
） 

【
陽
子
】 

　
　

◇　
　

◇　
　

◇｠

イ
ン
ド
ア
な
私
は
仕
事
が
休
み

で
気
持
ち
の
い
い
天
気
で
も

ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
よ
う
な
ん

て
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。家
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
す
る
の
が
大
好
き
で

漫
画
を
読
ん
だ
り
ア
ニ
メ
や

Y
o
u
T
u
b
e
を
見
て
過
ご

す
の
が
至
福
の
時
間
だ
か
ら
で

す
。そ
ん
な
私
も
た
ま
〜
に
外

出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。日

が
落
ち
て
辺
り
が
暗
く
な
っ
て

か
ら
で
す
。お
酒
を
飲
み
に
行

く
と
き
は
ウ
キ
ウ
キ
し
な
が
ら

外
に
出
ま
す
。 

　
【
清
水
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇｠

今
回
か
ら
寺
報
の
編
集
に
挑
戦

し
ま
し
た
。今
ま
で
仕
事
で
パ

ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
は
殆
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。去
年
10
月

に
タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
か
ら
始

め
、
編
集
ソ
フ
ト
の
使
い
方
も

ほ
ぼ
独
学
で
す
。デ
ザ
イ
ン
を

発
想
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね

…
。僧
侶
と
し
て
の
成
長
と
合

わ
せ
て
、
寺
報
の
成
長
に
も

ご
期
待
く
だ
さ
い
！   

【
智
海
】

　
　

◇　
　

◇　
　

◇｠

皆
様
の
お
陰
で
無
事
5
階
の
住

居
が
完
成
し
、
3
月
末
に
引
っ

越
し
し
ま
し
た
。毎
日
快
適
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。三
宮
で

用
事
が
あ
れ
ば
自
転
車
で
行
く

こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
か
つ

て
1
時
間
半
電
車
に
揺
ら
れ
て

遊
び
に
き
て
い
た
学
生
時
代
の

事
を
思
う
と
夢
の
よ
う
で
す
…
。

毎
日
、
街
探
索
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
！ 

 

【
百
那
】

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

令和８年５月23日 我深敬汝等　不敢軽慢　所以者何　汝等皆行菩薩道　當得作佛 Vol . 46（４）

お寺の隣のビルに入っていた神戸新聞配達所が引っ越しされました。「そのビルが売りに出たらどうしよう…」と考えましたが、またテナント募集が掛けられました。ここ新開地駅周辺も急速に街並みが変わっていきます。

仏
さ
ま
に
捧
げ
る
も
の
に
は
見
え
な
い
も
の
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

華
は
見
え
ま
す
が
、そ
の
生
花
の
香
り
は
見
え
ま
せ
ん
。

お
焼
香
も
香
り
を
お
供
え
す
る
も
の
で
す
。

旗
を
立
て
る
こ
と
も
楽
器
で
音
を
奏
で
る
こ
と
も
供
養
の
一つ
で
す
。

銅
鑼
・ハ
チ
・
太
鼓
・
木
魚
・
梵
鐘
等
、お
寺
の
鳴
り
物
は
合
図
と

と
も
に
そ
の
音
色
を
空
気
中
に
溶
か
す
行
為
で
す
。

節
分
で
豆
を
撒
い
た
り
華
を
空
中
に
散
ら
す
の
も
寺
の
雰
囲
気

を
清
浄
に
し
ま
す
。行
事
が
終
わ
っ
た
後
の
一
杯
は
、私
の
心
の
消

毒
行
為
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

行
事
や
墓
参
り
、お
手
伝
い
等
で
お
寺
に
来
ら
れ
た
時
に
何
気
な

く
感
じ
る
仏
さ
ま
へ
の
空
気
を
大
切
に
す
る
た
め
に
日
々
、お
経

を
読
ん
で
お
寺
の
空
間
に
プ
ラ
ス
の
気
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
は
智
海
も
一
緒
な
の
で
こ
れ
ま
で
の
倍
で
す
。

予
告
記
事

★
唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
〜

・
６
月
７
日
（
日
）
平
和
記
念
日

・
６
月
13
日
（
土
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
７
月
13
日
（
月
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
７
月
16
日
（
木
）
立
正
安
国
論
呈
上
日

★
信
行
会

　

お
経
は
午
後
１
時
〜

　
z
o
o
m
配
信
は
２
時
半
〜

・
６
月
19
日
（
金
）

・
７
月
17
日
（
金
）

※
８
月
の
信
行
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
護
持
会
奉
仕
日

・
６
月
12
日
（
金
）
９
時
半
〜　
　
　
　
　
　

・
７
月
13
日
（
月
）
唱
題
後
〜

・
８
月
16
日
（
日
）
９
時
半
〜

★
運
営
会
議

総
代
・
護
持
会
役
員
は
ご
出
席
下
さ
い
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜

・
６
月
７
日
（
日
）

・
７
月
４
日
（
土
）

※
８
月
の
運
営
会
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
寺
子
屋
第
17
弾

　
　
　
智
海
の
台
所
講
演
会

・
６
月
27
日
（
土
）
午
後
1
半
受
付

・
午
後
２
時
開
講

・
参
加
費
５
０
０
円　

（
試
食
あ
り
）

・
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
参
照

★
国
民
平
和
行
進

・
７
月
10
日
（
金
）
時
間
は
午
後
2
時
ご
ろ

・
兵
庫
区
役
所
〜
長
田
区
役
所
ま
で

※
参
加
希
望
の
方
は
、

　

お
寺
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
土
用
丑
の
御
祈
祷

・
７
月
26
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

・
祈
祷
料
１
人
目
３
０
０
０
円

　

家
族
2
人
目
か
ら
は
半
額

※
7
月
初
め
に
チ
ラ
シ
を
送
り
ま
す
。　
　

★
蓮
の
実
道
場

・
７
月
26
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

・
小
学
校
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
の
男
女
と

　

そ
の
保
護
者

※
護
持
会
員
の
子
供
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
で

　

初
め
て
参
加
の
方
は
会
費
無
料
で
す
。

　
チ
ラ
シ
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

新間進一遺族勢揃い

雨華瑞雨華瑞

福豆を高く放り上げて納骨堂を清めます 97歳で年女の奉仕をしていただいた中島さんにとっては、
80歳なんて「まだ若い！若い！」

佛は華を以って座とする故に、佛を請じ供養する意

ハチはいつもよりサービスして沢山回します

子供が手を合わすだけで
周りの空気は明るくなります

旗も供養のひとつ

水は塔婆だけでなく
周辺を清めます

「アア…美味い。心の中の消毒はビールにかぎります！！　」花御堂のお花もプラスの気が出ています

秋
の
寺
子
屋
は

10
月
18
日（
日
）の
予
定
。

中
学
生
の
吹
奏
楽
で
す
。

福

福
福

皆
す
で
に
仏
道
を
成
じ
き

皆
す
で
に
仏
道
を
成
じ
き

（
方
便
品
第
二
）

（
方
便
品
第
二
）

切火

見えま
すかぁ

ー！

今回、人と人その「間」をテーマに作り
ました。新しい間を語ることが出来るの
はシンマという姓を頂いているからです。

如
風
於
空
中

一
切
無
障
礙

如
風
於
空
中

一
切
無
障
礙

畢
竟
住
一
乗

畢
竟
住
一
乗

アレ？
何か
違うな？

焼香は

香りが命です

智
孝

華華

華

若
人
於
塔
廟　

宝
像
及
画
像

以
華
香
旛
蓋　

敬
心
而
供
養

若
使
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